
別添

部　外　秘

Ⅰ 事業概要

① 事業所名称

② 所在地

③ 連絡担当者 役職： 氏名：

事業内容：

Ⅱ 廃棄物の管理体制

　

③ 管理責任者氏名

⑤ 社内コミュニケーション 廃棄物の管理について、従業員にどの様な手段で周知していますか。

⑥ 内部監査体制 廃棄物管理に関する内部監査を実施されている場合、概要を記入してください。

部署名：　　　　　　　　　　役職：　　　　　　　氏名：　

部署名：　　　　　　　　　　役職：　　　　　　　氏名：　

④ 廃棄物（管理）に関する
　 研修会実施･受講状況

担当者研修：

従業員研修：

　日頃から本県の廃棄物行政の推進にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　近年、プラスチックごみによる海洋汚染が世界的な課題となっており、環境への負荷ができる限り低減される
循環型社会を形成するため、県民、事業者、行政などのあらゆる主体が一体となって３Ｒを推進する必要があり
ます。
　このため、本県では産業廃棄物の３Ｒの推進を目的として、事業者の方へのアドバイザーの派遣による情報提
供や、先進的な取組事例の紹介等を行っております。
　つきましては、貴社で取り組まれている活動事例やその課題等を把握させていただきたく、ご多忙の折り恐縮
ですが、本調査へのご協力をお願いします。
　なお、調査結果は、（一財）日本環境衛生センターで集計し、アドバイザー派遣の参考とさせて頂くととも
に、先進的な取組みや他の事業者への模範となる事例等につきましては、後日、開催を予定しておりますセミ
ナーやパンフレットにおいて紹介させて頂きたいと考えております。

～調査へのご協力のお願い～

業種：

① マネジメントシステム
　 導入と運用

令和５年度３R推進アドバイザー派遣事業　調査票

④ 業種と
　 事業内容

下記のマネジメントシステムを導入していますか。
導入している場合は、該当するものに☑してください。
　☐ ISO14001　　☐ エコアクション21　　☐ いしかわ事業者版環境ISO
　☐ いしかわ工場・施設版環境ISO　　　　 ☐ 導入なし
  （その他（具体的に）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　      )

② 廃棄物管理部署
　（実務担当者氏名）

郵便番号

   TEL   　　- 　  　 -　　　　　   FAX   　　　-   　　 -
    E-mail



別添

Ⅲ 廃棄物の排出・処分状況　

(貴社で排出される代表的な廃棄物｟廃プラスチック類以外｠を記入して下さい。)

① 廃棄物の排出・処分状況（令和４年度）

区分 排出量 委託処分量 備　　考

産業廃棄物
ｔ・㎥ ｔ・㎥

ｔ・㎥ ｔ・㎥

ｔ・㎥ ｔ・㎥

一般廃棄物
ｔ・㎥ ｔ・㎥

ｔ・㎥ ｔ・㎥

② ３R（発生抑制・再使用・再生利用）に関する現状の取り組み・課題・効果を記入して下さい。

区分 種類(名称)

（成果）

（課題）

（成果）

（課題）

（成果）

（課題）

種類(名称)

ｔ・㎥

④ 廃棄物に関する貴社の課題にはどのようなものがありますか。該当するものに☑を付けて下さい。（複数可）

③ 上記の取り組みよる減量、その他の効果について、具体的にお聞かせください。
（例：○○の導入による発生量削減で処理費用が節減、△△の再生利用による売却収入、分別の徹底による社員意識の変化）

☐　ISO14001等を推進するための目標数値の設定と、効果的な方法がみつからない。
☐　廃棄物の3Rを向上させるため、自社の実情に即した類似事例を知りたい。
☐　従業員の廃棄物減量に対する意識向上を目指しており、効果的な手法を知りたい。
☐　廃棄物処理について漠然とした不安があり、現状の方法を確認して欲しい。
☐　廃棄物の再資源化技術と事業者の情報が欲しい。
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

取り組み

ｔ・㎥

有価(無償)
引取量

自社
再生利用量

ｔ・㎥

ｔ・㎥

ｔ・㎥

（成果）

ｔ・㎥

ｔ・㎥

再使用

ｔ・㎥

発生抑制

 原材料、燃料
としての有償・
無償提供など

 使用済みの材
料や道具等の物
品を廃棄物にし
ない工夫

再生利用

 廃棄物を出さ
ない、量を減ら
す工夫

成果、課題など

ｔ・㎥

ｔ・㎥

（課題）

（課題）

（成果）

（成果）

（課題）
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Ⅳ 廃プラスチック類の排出・処分状況

排出される廃プラスチック類の総量(年間)

そのうち、
有価（無償）

引取量

ｔ・㎥ ｔ・㎥ ｔ・㎥ ｔ・㎥

有価
(無償)
引取

自社
再生
利用

委託
処分

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

☐ ☐ ☐ 
ｔ・㎥

③ 廃プラスチック類の３R（発生抑制・再使用・再生利用）に関する現状の取り組み・課題・効果を記入して下さい。

区分

Ⅴ アドバイザーの派遣について

① 貴社で排出される廃プラスチック類の状況について記入して下さい。

成果、課題など

（課題）

☐ 積極的に活用したい　　☐ 可能である　　☐ どちらでもよい　　☐ 辞退したい

以上で終了となります、ご協力頂きありがとうございました。

　アドバイザーが貴社を訪問し、貴社の３Ｒの取組みについて伺いながら、アドバイスや情報提供などをさせていただくこと
について、該当するものに☑を付けて下さい。

そのうち、
自社再生利用量

そのうち、
委託処分量

（成果）

（課題）

④ 廃プラスチック類に関する減量、その他の効果について貴社の特徴的な取り組みはありますか？
　　（例：設計変更、素材転換による原料、圧縮梱包機の導入による減容、有価物化など）

   再使用
 繰り返し使
用、別の用途に
使用する工夫な
ど

  再生利用
 原材料、燃料

としての有償・
無償提供など

取り組み

 発生抑制
廃棄物を出さな
い、量を減らす
工夫

（成果）

（成果）

（課題）

⑤ 廃プラスチック類の処分等に関して課題等がありましたら記入して下さい。
　　（例：海外輸出の中止、有価引取の中止、処分量の増加、委託費用の高騰など）

備　　考

排出量
（年間）

備　　考
(排出時のプラの状態等)

排出後の状況
(該当事項にチェック)

廃プラスチック類の種類
(例:リール､トレー､テープ等)

廃プラスチック類の材質
(例:PE､PS､PP､PET等)

色

② 貴社で排出される廃プラスチック類を細分別して処分している場合、種類別に記入して下さい。


